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答弁（町長）　停留所の増設を検討している

問 停留所の設置場所の基準と設置数は。
答	（町長）既存の停留所が地域内にない、また
は少ないため不便な場合、停留所の空白地域が
ないように増設を検討する。
　また、行き先としてのバス停についても、現
在未設置の公共施設や医療機関、商業施設を中
心に増設を検討している。バス停の設置基準に
ついては、住民の利便性、町内タクシー事業者
の経営への影響を考慮しながら一定の基準を定
める予定である。
問 新たな運行システムの方式は。
答	（町長）アプリや電話で予約し、ＡＩが自動
的に集約、最適な運行ルートを生成し、管理す
る方式を考えている。今後、システムの詳細な
仕様などを詰めていく予定である。
問 運行開始の時期は。
答	（町長）活用を予定している国庫補助金など
の都合もあり、令和６年度の下期以降に始めた
いと考えている。なお、運行に当たっては、町
内全域及び一部町外も含め、一斉に開始したい
と考えている。

空き家対策

問 町内の空き家の現状は。
答	（町長）令和５年３月時点で274軒あり、そ
のうち管理不全空家に分類されると思われる空
き家は17軒となっている。空き家の所有者は、
町内居住者が４割、県内居住者が４割、県外居
住者が２割である。

問 空き家無料相談会の町民の反応は。
答	（町長）10月５日に、ＮＰＯ法人群馬県不動
産コンサルティング協会の協力で、空き家無料
相談会を開催した。町内在住者６名、町外在住
者５名の計11名から相談があった。相談者か
らは大変参考になったとの感想が多く寄せられ
たため、今後も定期的に開催したいと考えている。
問 管理不全空家等の認定の手順は。
答	（町長）法改正により管理不全空家の所有者
等に対して、管理指針に則した措置を市区町村
長から指導・勧告ができることとなる。認定の
手順は、国から指針等の詳細が示されていない
ため、それらが明らかになってから検討する。

	こんな質問もしています	
・地域おこし協力隊（移住促進）について
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答弁（教育長）　令和７年度中には全小中学校に空調設備を設置

問 学校の体育館にエアコンを設置することによ
り、児童・生徒たちの健康、学習環境の向上に
寄与できる。さらに、多目的利用の拡大、地域
社会との連携強化にもつながり、災害時におけ
る避難所としての快適性や安全性を高めること
もできる。早急に対策を講じる必要があるので
はないか。
答	（教育長）体育館の空調設備の設置は、喫緊
の課題であると受け止めている。令和６年度中
に中学校の体育館及び武道場、令和７年度中に
小学校体育館の空調設備の設置を計画している。
問 今後、実施設計の委託先をどのように選定す
るのかが、極めて重要になる。入札方法として
価格競争だけではなく、プロポーザル的要素も
加え、町としての評価項目を決めて、選定して
ほしい。
答	（学校教育課長）エアコン設置については、
先行している近隣市町村の情報を確認しながら
進めている。イニシャルコスト、ランニングコ
スト等についても、基本設計の資料に基づいて
比較検討していく。
答	（総務課長）新井議員の提言を十分検討して
実施したい。

町民に寄り添う「おくやみ窓口」を

問 死亡届出後に必要となる複数の手続きの利便
性を考慮して、「おくやみ窓口」を設置する自治
体が増えている。町民からの要望も多く聞いて
おり、町民に寄り添った優しい行政サービスと

して検討できないか。
答	（町長）役場での主要な手続きは、担当課が
ほぼ１階にあるので、ご遺族に極端に負担をか
けているとは考えていない。移動が困難な方等
には、職員同士で連携を取り合い、遺族の方の
いる窓口まで出向くなど臨機応変に対応してい
る。大事なことは、戸惑うことなくスムーズに
手続きが行えることであると思う。現状のまま、
職員間の連携を密にして、今以上に住民サービ
スに徹していきたいと考えているが、おくやみ
窓口の設置について、もう１度検討したい。

	こんな質問もしています	
・対話型人工知能（チャットＧＰＴ）の導入について
・町職員の通年軽装勤務について
・企業版ふるさと納税の現状について
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